


















































日記巻号 期　　間 日記巻号 期　　間
1 19（6年 9 月1（日～19（8年 6 月26日 17 1971年 8 月11日～1972年 6 月 （ 日
2 19（8年 7 月17日～19（9年（月1日 18 1972年 6 月 （ 日～1973年 7 月21日
3 19（9年 7 月17日～12月31日 19 1973年 7 月2（日～197（年 （ 月13日
（ 19（0年 1 月 1 日～12月2（日 21 1977年 7 月 8 日～1978年 （ 月 7 日
（ 19（1年 1 月 1 日～12月2（日 22 1978年 （ 月10日～1979年 （ 月30日
6 19（2年 2 月27日～12月29日 23 1979年 6 月 2 日～1980年12月26日
7 19（3年 1 月 1 日～12月31日 2（ 1981年 1 月 1 日～1982年 9 月20日
8 19（（年 1 月 1 日～10月28日 2（ 1982年10月 1 日～198（年12月2（日
8 別冊 19（（年10月28日～12月30日 26 198（年12月27日～1987年 （ 月29日
9 19（（年 1 月 1 日～12月31日 27 1987年 6 月 1 日～1988年12月27日
10 19（6年 1 月 1 日～19（7年12月26日 28 1989年 1 月 1 日～1991年 8 月 7 日
12 19（9年 1 月 1 日～1961年12月 1 日 29 1991年 8 月 6 日～1993年 6 月29日
13 1962年 1 月 1 日～196（年12月 9 日 30 1993年 7 月 （ 日～199（年11月23日
1（ 196（年 1 月 （ 日～1969年11月2（日 31 1996年 1 月 1 日～1998年 8 月1（日
1（別冊 1969年 7 月 6 日～1970年 1 月 （ 日 ノート 1 雪の道/妻入院中の日記/病床日記付
録
1（ 1970年 1 月19日～ 8 月2（日 ノート 2 197（年12月11日～1976年 1 月 （ 日/
和久里病床記 1


































































































内聡子　2018年 7 月 8 日）、『誘惑者』（19（8年 9 月、光文社、報告者：西尾泰貴　
2018年 9 月 8 日）、『乾いた湖』（19（8年、和同出版社、報告者：中野綾子　2018年
11月18日）、『赤い雪』（19（8年、和同出版社、報告者：田中祐介　2019年 1 月27
日）、『城壁』（196（年、河出書房、報告者：和田敦彦　2019年 3 月16日）、『冬の
道』（1990年、河出書房新社、報告者：加藤優　2019年 7 月20日）、『炎の女　北条
政子』（1979年、静岡新聞社、報告者：佐久間光瑞　2019年11月16日）を扱ってき
ており、今後も継続的に行っていくこととしている。
（36）
『榛葉英治日記』調査経過
　また、参加者がそれぞれの問題意識に立って榛葉英治の表現について検討し、日
記データを有効に活用した研究を行うことで、研究リソースの可能性を具体的に示
していくことが可能となる。このため、学会において具体的にシンポジウム企画を
実施し、その研究成果を広く公開していくこととした。2020年度日本近代文学会春
季大会に、シンポジウム「研究リソースの可能性を拓く　　『榛葉英治日記』調査
から　」を申請し、田中祐介、和田敦彦、中野綾子、河内聡子が報告し、ディスカ
ッサントを康潤伊が行うこととなった。シンポジウムでは以下の報告を予定してい
る。
　 田中は、榛葉英治が「中間小説」作家というイメージを拒絶し、その脱却を願
った芸術家としての自己規定を、日記記述をもとに分析する。純文学と大衆文学と
いう二項では説明し難い文学ジャンル変動の只中で、榛葉は芥川賞の落選を悔やみ、
「純文」作家への復帰願望を頻繁に綴りながら、生活のために「中間小説」を書き
続けた。時代の潮流に一人の作家が翻弄される姿を浮き彫りにすることで、戦後の
文学ジャンル変動の力学とその作用の実態を明らかにする。
　中野は、榛葉英治「乾いた湖」を取り上げる。この作は『内外タイムス』に連載
され、単行本化（19（8年、和同出版社）ののち、1960年 8 月に、篠田正浩監督・寺
山修司脚本による松竹ヌーヴェルヴァーグ初期作品として映画化される。安保の
時代を色濃く反映した映画はヒットするものの、原作とは大幅な変更点が見られる。
新聞連載、単行本、映画という三度のメディア化における作品を比較することで、
19（0年代後半における作品のメディア化による受容の構造を明らかにする。
　和田は、南京事件に対する榛葉の関わり方に焦点をあてる。196（年に榛葉は雑誌
『文芸』に南京事件を描いた「城壁」を掲載、同年刊行する。南京事件に関しては、
榛葉は『外国人の見た日本軍の暴行』の復刻刊行（1982年、祥伝社）にも関わって
いる。こうした表現活動と、彼が繰り返し描いた満州からの引揚げ体験との関係性
をとらえる。また、南京事件を描く、発表するという営為が、日記を綴るという行
為の中にどう織り込まれているのかをあわせて報告する。
　河内は榛葉英治『釣魚礼賛』（1971年、東京書房社）を起点として、「釣り」を作
家が表現する営為について、同時代の大衆文化やメディアの状況を踏まえて検討す
る。榛葉は小説を執筆する傍ら、趣味である「釣り」に関する随筆を雑誌・新聞に
数多く寄稿し、専門書も刊行する。文学と「釣り」との関係からとらえられる問題
の射程を検討する。
　これら報告に先立って、特に日記資料の研究資源としての活用の可能性に焦点を
あてた共同の報告会を行うこととした。2019年12月1（日、「近代日本の日記文化と
自己表象」第23回研究会において「特集：取り遺された研究リソース　　直木賞作
（37）
家・榛葉英治の日記から　」と題し、「『榛葉英治日記』研究の経緯と基本情報」
（和田敦彦）、「逡巡と決心の長期反復から時代を読む　　榛葉英治日記からみる戦
後小説メディアの余波　」（田中祐介）、「榛葉英治『乾いた湖』と映画化　　日記
の記述から」（中野綾子）、「釣魚礼讃　　「釣り」を書くことの意識と需要をめぐ
って　」（河内聡子）の各報告を行った。
　これら報告を通して、調査の成果を提供するとともに、研究の方法や対象を拓い
ていくための議論の場を作っていくこととしたい。また、このシンポジウムを受け
て、更に次のシンポジウムにつなげていくことで、より広い研究を展開していきた
い。
